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応援力を高めよう 
                                   校長 鈴木 智雄 

９月の半ばを過ぎても猛暑の日々に、秋が早く来ないかと日々思っていたところ、最近、北からの

心地よい風に秋の訪れを感じている今日この頃です。また、大雨、雷による児童の引き渡し、下校時

間の延長など、保護者様のご理解、ご協力に感謝申し上げます。 

さて、大瀬小の卒業生で大原中の沼澤颯介さんが学校総合県大会男子４００㍍走で優勝しました。

おめでとうございます。全国中学校体育大会でも予選３位と大活躍でした。先輩の活躍は大変励みに

なります。また、世界陸上大会が国立競技場で行われ、選手たちからたくさんの感動をいただきまし

た。日本人選手からは「たくさんの応援をもらい、私は幸せ者です。」「辛いときにたくさんの応援が

力になりました」という言葉がたくさん聞かれました。そこで、応援力について掲載されていた記事

をご紹介致します。 

「あなたにとって、お子さんは大切な存在ですか？」保護者会で発した問いかけに、保護者は大き

く首を縦に振りました。次に、「あなたが職場の責任者なら、あなたのお子さんを採用しますか？」

と問うと、戸惑いの表情を見せ、その後、複数の保護者に尋ねると、「うちの子は挨拶ができないん

です。」「うちの子は人見知りで…。」などと話してくれました。親だからこそ、自分の子どもの良さ

も直さなければならないところも、しっかりと把握されているようでした。学校には「社会で必要と

される人材に育てる」という役割があります。では、社会で必要とされる力とは何でしょうか。「学

力」「コミニュケ―ション力」などありますが、私は「応援力」こそ、養うべきだと思っています。多

くの職業では、自分にスポットライトが当たることより「ライトを当てる側」になることが遥かに多

いです。言い換えると「相手に喜んでもらうことが働くこと」と言えます。医者であれば、患者の病

気を治して回復させる。料理人であればお客を「おいしかった」とうならせる。教員であれば、子ど

もの能力を伸ばし、子どもや保護者を笑顔にする。人を喜ばせることは、自分の喜びになります。つ

まり、応援することに喜びを感じる子に育てばいいと思います。では、「応援力」を育てるためには

どうすればいいのでしょうか。学力の高い子が友だちに教える。スポーツで活躍する子だけでなく、

一生懸命に応援している子どもにその素晴らしさを伝えるなど、 

家族や友だちを助けたり、勇気づけたりする姿に「応援力」が 

あるのだと思います。１１月には、秋季大運動会が行われます。 

「頑張れ」の声援が校庭いっぱいに響き渡る、応援力が発揮され 

るものにしたいと思います。 

  

お知らせとお願い 

○入学説明会の日程変更について 

 年間行事予定において、来年２月６日(金)に予定されてい

た入学説明会(新入年生保護者対象)ですが、物品販売を担

当する業者との調整で、２月１０日(火)に変更させていただき

ます。ご了承いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

５月 ２日(金) 市内合同引き渡し訓練 

 ５月 ９日(金) 避難訓練(火災) 

 ５月１３日(火) 埼玉県学力・学習状況調査(４年) 

 ５月１４日(水) 埼玉県学力・学習状況調査(５年) 

 ５月１５日(木) 埼玉県学力・学習状況調査(６年) 

 ５月２６日(月) プール開き 

 

         の主な行事 

日 曜日 主 な 行 事 

1 水 工場見学(３年) 

2 木 
工場見学(３年) 
委員会活動 

3 金  

4 土  

5 日  

6 月 
代表委員会 
リユース見学(４年) 

7 火 町探検(２年) 

8 水 町探検(２年) 

9 木 修学旅行(６年) 

10 金 
修学旅行(６年) 
リユース見学(４年) 

11 土  

12 日  

13 月 スポーツの日 

14 火  

15 水 
全学年３時間授業 
就学時健康診断 

16 木 クラブ活動 

17 金 遠足(１年) 

18 土 
土曜授業参観 
大瀬小フェスタ 

19 日  

20 月 振替休業日 

21 火  

22 水  

23 木  

24 金  

25 土 わんぱく相撲 

26 日 やしお市民まつり 

27 月 全校集会 

28 火  

29 水  

30 木 クラブ活動 

31 金  
※予定は変更となる場合があります。 
ご了承ください。 

【来月の主な行事】 

11月 １日(土) 秋季大運動会 

11月 2日(日) 運動会予備日① 

11月 4日(火) 振替休業日 

11月 5日(水) 運動会予備日②  

※以降順延 

11月 17日(月) 家庭学習教科週間 

～24日 

11月 28日(金) 小中一貫教育「はばたき
2025」研究発表会 

※保護者の参加行事では

ありません。 

全学年 4時間授業 

 

授業時数の調整について 
本校では、年度当初の計画において、各学年の標準授業時数を達成
するための授業時数が計画されていました。１学期の実施状況より、余剰
となる時数が確認されましたので、２学期以降において、適正な授業時数
に調整をさせていただきます。つきましては、２，３学期の最終月（１２月、３
月)に授業時数を削減してまいります。 
学期末において、低学年は５時間授業が４時間授業にな
ったり、中・高学年は６時間授業が５時間授業になったりしま
す。詳しくは、今後の学校だよりと下校時刻をご確認くださ
い。ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

家庭学習強化週間へのご協力をありがとうございます  
全国学力・学習状況調査の報告書において、学校外での勉強時間と
学力には正の相関関係があることが報告書において明示されました。 
家庭学習強化週間を通して、ご家庭での見届けや励ましのお声かけが
子供たちの家庭学習の充実に大きく関係していることが見受けられます。
次回の強化週間は１１月です。今後とも、同取組と家庭学習の習慣化に、
ご協力をよろしくお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 7年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会資料より 

 

令和７年度 全国／埼玉県学力・学習状況調査結果 

 正答率において、どの学年でも国語・算数ともに県平均・全国平均を上回っています。大瀬小学校の授業スタイルである
「全員思考・全員発表・全員完了」の授業に一定の成果を得たと考えます。今後も、子供主体の授業づくりを推進し、一人一

人の力を着実に高められるよう、授業改善を重ねてまいります。 

県学調 ４年 ５年 ６年 全学調 ６年 

国語 

大瀬小 57.6 大瀬小 67.8 大瀬小 66.8 大瀬小 70.0 

県 52.5 県 62.8 県 59.3 全国 66.8 

比較 +5.1 比較 +5.0 比較 +7.5 比較 +3.2 

算数 

大瀬小 72.2 大瀬小 55.5 大瀬小 61.6 大瀬小 63.0 

県 66.2 県 48.3 県 52.4 全国 58.0 

比較 +6.0 比較 +7.2 比較 +9.2 比較 +5.0 

 

C4th欠席連絡の受付時刻について 
C4thHome＆Schoolでの「欠席連絡」、「学童の欠席連絡」にご協力
をいただき、ありがとうございます。 
この度、お子様の安全のための確実な連絡確認を行うべく、受付時刻
を設定させていただきます。つきましては、「欠席連絡」、「学童の欠席連
絡」ともに、当日８：１０までの受付とさせていただきます。それ以降は、
児童、担任、学級が活動を始めますので、学校まで直接、電話連絡をお
願いいたします。 
何かとお忙しいところかと存じますが、お子様の 
安全確認のため、ご理解、ご協力をよろしくお願い 
いたします。 

学校へいただいた寄付のお知らせ 
この度、八潮地区更生保護女性会様より、子育て支援活動
の一環として、学校に図書カードをご寄付いただきました。子
供たちが本と接しながら健やかに成長できるよう、ご寄付を
大切に使わせていただきます。ありがとうございます。 


